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平成19年度第2回治験中核病院・

拠点医療機関等協議会



大学等における研究開発基盤の整備と橋渡し研究の推進

○国立大学病院における治験・臨床試験実施体制の整備

○科学研究費補助金等による基礎研究の着実な推進（平成20年度予算案1,932億円）

○基礎研究から臨床研究・臨床への橋渡し研究の推進

☆橋渡し研究支援推進プログラム（平成20年度予算案17.5億円）

◇革新的ながん治療法等の開発に向けた研究の推進（平成20年度予算案6億円）

革新的な医薬品の創出に向けた文部科学省の取組

大学における人材養成機能の強化

○治験関連人材の養成を目的に掲げる大学院（専攻）の設置

○臨床研究・研究支援人材養成のための優れた取組への重点支援
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橋渡し研究支援推進プログラム橋渡し研究支援推進プログラム橋渡し研究支援推進プログラム

シーズ
治験等を経て
医療として定着

人材

研究

②人材の確保・登用・育成

橋渡し研究が継続的に実施できるよう、生物統計家等の必要な
人材を確保・登用し、育成できる体制を整備する等。

③橋渡し研究に必要な研究費の確保

患者の安全性の担保と最終的な成果のために必要なGMP基準

（医薬品等の製造管理基準）での試験物製造等の研究費を確保
する等。

①橋渡し研究を支援する機関の充実強化

自らの機関だけでなく、他の機関のシーズ開発支援も行なえる
ことを目指し、開発戦略策定等の支援を行えるよう機能を整備
する等。

【【概要概要】】
医療としての実用化が見込まれる有望な基礎研究の成果を開発している大学等を対象に、開発戦略
策定、薬事法を目指した試験物の製造のような橋渡し研究の支援を行なう機関を拠点的に整備する
ことにより、有望な基礎研究の成果を着実に実用化させ、国民へ医療として定着させることを目指す。

【【平成１９年度の実施体制平成１９年度の実施体制】】
２３提案があったが、評価委員会での選考を踏

まえつつ、１機関あたり十分な資金の配分が行わ
れるよう配慮し、以下の６機関からの提案を採択。

②人材の確保・登用・育成

③研究費の確保

橋渡し研究
支援機関

橋渡し研究橋渡し研究
（トランスレーショナル

・リサーチ）

①支援機関の充実強化

【【支援拠点イメージ支援拠点イメージ】】

平成20年度予定額：1,750百万円
平成19年度予算額：1,500百万円

【【平成２０年度の方向性平成２０年度の方向性】】
●総合科学技術会議での優先順位付けにおいて、「開発
テーマによる拠点の特色化を進めることが望ましい」とされた。
●平成１９年度の公募において、評価委員会から６提案以外
にも特色的な取組が数多いと指摘されている。

総合科学技術会議の指摘等を踏まえ、引続き、日本に
おける橋渡し研究の推進に資するため、特色的な取組
を支援を強化したい。

札幌医科大学（北海道大学、旭川医科大学）

東北大学、東京大学、京都大学

大阪大学、先端医療振興財団（神戸市）
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橋渡し研究支援推進プログラムの目標橋渡し研究支援推進プログラム橋渡し研究支援推進プログラムの目標の目標
• 平成１９年度の本事業では、橋渡し研究の支援を行う拠点整備を行うため、

以下の４つの柱で実施します。

–– 橋渡し研究支援機関の機能強化橋渡し研究支援機関の機能強化

• 自らの機関だけでなく、他の機関のシーズ開発支援も行えることを目指し、以下に挙
げる機能を強化します。

– 候補試験物に合わせた開発戦略の策定の支援、戦略的な知的財産の確保・活用の支援等

–– 橋渡し研究支援を行うための人材の確保・登用・育成橋渡し研究支援を行うための人材の確保・登用・育成

• 橋渡し研究を継続的に実施するために必要な以下に挙げる人材を確保・登用・育成
できる体制を整備します。

– 医薬品等開発及び事業化に精通した人材、医学研究倫理に精通した人材等

–– 橋渡し研究支援橋渡し研究支援

• 橋渡し研究支援機関及び他機関が持っているシーズについて、臨床研究に橋渡し
するための支援を実施します。

–– 橋渡し研究支援機関の活動・連携の促進橋渡し研究支援機関の活動・連携の促進

• 以下のような業務により橋渡し研究支援機関のサポートを行います。

– 実施機関の整備状況を把握（進捗管理）、情報交換を行なうネットワーク形成等

• この事業を通じ、５年間で、１機関あたり有望な基礎研究の成果が、２件ず
つ薬事法に基づく治験の段階に移行することを目指します。 ３



• 平成１９年３月２２日から４月１９日の間公募
– ２６件の提案が寄せられたところ

• 平成１９年５月２１日、６月２５日に審査を実施

• 橋渡し研究支援推進プログラム実施機関に６提案（８機関）を採択
– 大阪大学

「スーパー産学官連携機構」を通じた産学連携を強化する拠点形成を実施

– 京都大学
２件の医師主導治験を実施した支援基盤をさらに強化する拠点形成を実施

– 札幌医科大学（北海道大学、旭川医科大学）
３大学が共同で北海道全体を研究基盤として活用する拠点形成を実施

– 財団法人先端医療振興財団
神戸バイオメディカルクラスターと連携した細胞・再生医療に特化した拠点形成を実施

– 東京大学
全学組織としての「ＴＲ統括機構」「ＴＲ推進センター」を通じた全学横断的な拠点形成を実
施

– 東北大学
革新的医療機器・材料開発のため医工学連携を強化する拠点形成を実施

• 実施する機関をサポートする機関に１提案（１機関）を採択
– 財団法人先端医療振興財団

橋渡し研究支援推進プログラムの選考状況橋渡し研究支援推進プログラム橋渡し研究支援推進プログラムの選考状況の選考状況
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橋渡し研究支援推進プログラムの実施体制橋渡し研究支援推進プログラム橋渡し研究支援推進プログラムの実施体制の実施体制

推進組織推進組織

【プログラムディレクター】 猿田享男（慶応大学名誉教授）

【プログラムオフィサー】 古賀貞一郎（第一三共（株））

評価組織評価組織

橋渡し研究支援推進

プログラム評価委員会

報告

助言

プログラム実プログラム実施機関群施機関群
札幌医科大学（北海道大学、旭川医科大学）

東北大学
東京大学
京都大学
大阪大学

先端医療振興財団

サポート機関サポート機関

先端医療振興財団

連
携

サポート

評
価

助
言報
告

「治験中核病院・拠点医療機関等協議会」等を通じた各省連携
革新的医薬品・医療機器の創出
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